
主 文

1 一審原告らの一審被告東電に対する主位的請求に係る控訴及び附帯控訴につい

て

(1) 一審原告ら（原告番号4-1から4-4まで， 6-1, 6-2, 7-2, 7

5 - 3及び12-1から12-3 までを除く。）の一審被告東電に対する主位的請

求に係る控訴をいずれも棄却する。

(2)上記(1)以外の 一審原告ら（原告番号4 -'-- 1から4-4までを除く。）＇の一審

被告東電に対する主位的請求に係る附帯控訴をいずれも棄却する。

2 一審原告らの一審被告東電に対する予備的請求に係る控訴及び附帯控訴並びに

10 一審被告国に対する請求に係る控訴について

(1) 一審原告らのうち， 別紙4主文一覧表の「類型」欄にAと記載のある者（以

下「一審原告ら A」という。）関係

ア ー審原告らAの控訴に基づき， 原判決主文2項から4項まで中一審原告ら

Aに係る部分を次のとおり変更する。

15 げ） 一審被告東電は， 一審原告らA各自に対し， 同表の一審原告らAそれぞ

れに対応する「東電」欄記載の各金員及びこれに対する平成 2 3 年 3 月 1

1 日から支払済みまで年5 分の割合による金員を支払え。

（イ） 一審被告国は， 一審原告らA各自に対し， 同表の一審原告らAそれぞれ

に対応する「国」欄記載の各金員及びこれに対する平成 2 3 年3 月 1 1 日

20 から支払済みまで年5分の割合による金員を支払え。

（ウ） 一審原告らAの一審被告東電に対するその余の予備的請求及び一審被告

国に対するその余の請求をいずれも棄却する。

ィ ー審被告東電の一審原告らAに対する控訴をいずれも棄却する。

(2) 一審原告らのうち， 同表の「類型」欄にBと記載のある者（以下「一審原告

25 ら B 」という。）関係

ア ー審被告東電の控訴に基づき， 原判決主文 2 項及び 3 項中一審原告ら B に

ー
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